
シュジェ・ド・サンニドニの修道院統治

小崎閏ー

シュジェ・ド・サンニドニ (Sugerius，Suger de Saint-Denis)は1122年から

死ぬ1151年までの30年に亙ってサン=ドニ修道院長を務めるかたわら，1レイ 6

世及びルイ 7世という 2代に亙るフランス国王の顧問官として王国の対内的・

対外的諸政策に深く関与し，とりわけルイ 7世の第2次十字軍出征中 (1147"-'

1149年)は王国の摂政として王国統治の最高責任者の地位にあった九その人

柄と政治家としての彼の力量は，例えばイングランド国王へンリー 1世やクレ

ルヴォー修道院長ベルナールなとーの同時代たちが，敵味方を間わず，ほとんど

一様に絶讃するほどのものであった九 またサン=ドニ修道院長としてのシュ

ジェは，修道院財政の建直しを図る一方で，修道土の生活を改善しながら彼ら

の規律を回復し，さらには建築史上最初のゴチック様式である壮麗な付属教会

の再建を成功に導いた。

彼の生きた時代 (1081"-'1151年)は，フランスはもとよりヨーロッパ全体が

深刻な社会的変動を経験しつつある時代であった。即ち，叙任権闘争を頂点と

する教会改革の時代であれ身分を間わず貧富を分たずあらゆる階層の人聞を

エルサレムへの情熱に駆立てた十字軍の時代で、あった。あるいはまた，商業交

易活動の復活興隆に伴って，各地に経済的拠点を成し自治権を獲得するコミュ

ーンの時代であれ著しい人口の増加と技術の発達を反映する開墾の時代であ

った。こうした激しく揺れ動く社会にあってシュジェは，例えばオルデリッ

ク・ヴィターノレやギベール・ド・ノジャンのように社会の変貌しゅく様を冷静

に，しかし一定の距離を保った局外から観察し記録するというのではなし常

に第一線にあって自ら世の変化の先頭に立って進んだと言うことができる。し

かも彼の場合，教会人でありながらも，ベルナール・ド・クレルヴォーのよう

に自らの背に神を負って他を圧倒せずにはおかない峻烈な厳粛主義者でもな

く，あくまで妥協と調和を念頭にかけたすぐれて実際的な政治家たり得た。そ

れ故にこそ，彼は「平和の再興者」として紛争の調停に卓抜の手腕を発揮し，
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生存中より民衆からも諸侯からも「国父J(pater patriae)の尊称を与えられた

のであるお。

このようなシュジェの人物像については既に幾っか研究書もあるが，ここで

は彼の修道院統治とし、ぅ側面に限って，サン=ドニ修道院の置かれた現実の状

況に彼がどのように対処したかということについていささかの考察を試みる。

その際，主として依拠する史料は，彼が 1144年頃から 1149年にかけて記述し

た Lioerde re，加sin administratione sua gestis4)であるが，これはその表題の

通り，サンニドニにおける彼の統治記録であるとともに， 12世紀前半のイール

ニド二フランス地方の農村の実態，所領経営の実情を知る上で第一級の史料的

価値を有するものである。

E 

サン=ドニ修道院におけるシュジェの前任者たち，即ちイヴ(在位1071"-'10

94年)及びアダム(在位1099"-'1122年)の時代を通じて，サン=ドニの財政状

態は悪化の一途を辿った。このこと自体は， 11世紀後半以降，急速な貨幣経済

の浸透に巻き込まれたクリューニーを初めとするベネディクト派大修道院にほ

とんど例外なく共通する現象である。例えば，ピエール・ル・ヴェネラブルの

院長就任時 (1122年)のグリューニーでは，修道士の必要とする生活物資の4

分の 1しか自己の所領からは上げ得ていなかった。クリューニーで消費される

パンと葡萄酒を購入するための支払代金が年間 1，000リプラの多額に上ったと

言われるヘサンニドニもこうした例に洩れなかったわけであるが， サン=ド

ニの場合さらに加えて，修道院内部の秩序が世間の悪評を招くまでに著しく素

乱していた。この点に関しては，ピエール・アベラールとベルナーノレ・ド・ク

レルヴォーという12世紀を代表する思想家であれしかも凡そ性格を異にする

2人の人物がよくその事情を伝えている。

先ずアベラールは，シュジェの前任院長アダムの最晩年にサン=ドニの修道

士であったが，この当時のサン=ドユの様子を Historiacalamitatumの中で次

のように証言している。

「私の入ったその修道院には当時甚だ乱脈で世俗的な生活が行われていた。

地位において一番上に立つ院長自身が行状において最も劣れ世間の評判が

香しくなかった。日に余る彼らの非行を，時には私的に，時には公の席上で

しばしば強く難じたので，私はすべての人々から極めて厄介視され，また憎

まれていた。」ω
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一方ベルナーノレは1125年に書いた Apologiaad Guilelmumの中で，直接シュ

ジェとは名指しをしてはいないけれども，明らかにシュジェと分る形でその世

俗的な虚飾ぶりを非難している。彼の目撃したシュジェは60人以上の随員と馬

を従がえ，凡そ魂の牧者とは縁のない世俗支配者の如くであったと言う九そ

して後に彼がシュジェに宛てた書簡の中で、も，この当時のサン=ドニ修道院を

「ウルカヌスの仕事場」よりも悪しまるで「十タンの会堂」であったと述べて

いる。

「昔からあなたの修道院は王の威厳を備えた高貴な修道院で、あった。そして

国王の宮廷と軍隊に奉仕してきた。し、かなる歎踊も遅滞もなく，自己の義務

をカエサルには果したが，しかし神に対して負うべきものを同様の熱心さを

以て果すことはなかった。……人の話では，修道院の回廊にはしばしば兵士

が群り，商いがそこで行なわれ，言い争う人々の声が響き渡り，時として女

性の姿が見出される。J8)

これらの表現には多少の誇張はあるにしても，とにかくシュジェの院長就任

当時のサンニドニの情況を物語るものであろう。しかし同時にこの同じ書簡の

中でベルナールは，シュジェが速やかに修道院改革に乗出し，ベルナールの予

想と期待を遁かに上回って，サン=ドニの粛正を断行したことを驚きと称讃を

以て表明している。今一度ベルナールの証言を聞けば，

「しかし今やすべてが全く違っている。そこでは神が祈念され自制が修養さ

れ，規律が守られ，信仰に関する読書が奨励されている。何となれば，今で

は沈黙が破られることもなく，俗事のあらゆる喧騒から離れた静寂が人々の

心を天上の思念へと誘っている。しかも自制の苦労，規律の厳格さが讃美歌

と詩篇の甘美な調べによって和らげられている。過去に対する蓋恥心がこの

新しい生活態度の厳しさを促している。」ω

実際，ベルナールのAρologiaに触発されたものか否かは定かでないが， 11

27年以降，シュジェは修道院の改革に着手し，彼自身を含めて修道土の綱紀の

粛正に努めた。この内部改革がどれほど徹底したものであったかについては，

他ならぬベルナールをして「たとえあなたを知らぬ者でも，以前のあなたと現

在のあなたとの聞の変化がし、かに大きいかを聞いた者ならば，あなたの中なる

神に驚嘆し称讃するであろうJ10)と驚喜せしめたことからも，およその推測は

つくであろう。そして同様の事情は，シュジェの伝記を書いた修道土ギヨーム

も強調するところである。グリューニーのピエールがサン=ドニにシュジェを

訪ねた時のエピソードを彼は伝えている。それによると，壮麗な教会とは余り
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に対照的なシュジェの独房の慢しさに感じ入ったピエールは，思わず岬いたと

言う。

「この人は我々のように自分のためにではなしただ神のみのために〔教会

を〕建てており，そのことで我々のすべてを非難しているのだ。Jll)

修道院秩序の回復をB指した一連の改革の中でシュジェは，修道士による修

道会則の厳守のために腐心したことは勿論であるけれども，一方では彼らの日

常的な生活環境の改善にもまた意を用いた。例えば，食堂や寝室を修理・拡張

するとともに，食事についてもその内容と分量の充実123，老齢または病気の修

道士に対する手当て，そして彼らの世話をする看護人の待遇改善13うあるいは

巡礼を初めとする宿泊客に対する一層の配慮から，群り集まる貧者への施物の

増量14)といった措置に至るまで細々と指示している。当然，これらの措置を実

施に移すためには相当の経費を新たに必要とすることになるが，この点に関し

ては次に述べる所領経営再建の問題と即応することになる。

E 

サン=ドニ修道院長としてのシュジェの最大の懸案は付属教会 (basilica)の

改築・再建であった。そのことは， 彼自身，Libellus alter de consecratione 
ecclesiae sancti Dionysiiの中で明言してし、る15)。また1125年に，サン=ドニの

農奴とサンニマルセ/レの一部の農奴に対して，総額200リブラでマンモルト税

から解放し，この解放金を修道院の正面玄関の改修に充てるという具合に，そ

の用途を解放証書の中で明確に特定していることからも窺える16)。因に，この

付属教会は636年にダゴベルツスによって建設され，その後775年に一度再建さ

れて以来， 350年を経たシュジェの時代には手狭な上に倒壊の危険さえあった

といわれる。シュジェはこの教会を改築するためには何ものをも措しまなかっ

た。しかも彼は，ヨーロッパのどこにもない，コンスタンチノーフ。ルのハギア

ニソフィアの如き壮大で華麗な教会を造ることを夢見ていたのである17)。

しかし現実問題として，修道院財政の悪化は覆いようもなく，従って何より

もまず財政の建直し，つまりは収入の増加を図らなければならなかった。増収

策としてシュジェの講じた方策は多岐に亙っている。例えば，ランディ (Lendit)

大市の拡張に関するような新しい特権を機会あるごとに獲得する叩，農奴に対

してマンモノレト税を売却する19〉，あるいは支出の削減のために葡萄の栽培，養

魚池の造成，森林の用益権・狩猟権の確保等の諸施策を実施した20)。しかし何

と言っても中核となるのは所領経営の改善であれそこにおける収益性の追求
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であった。そのためには正確な情況の把握が必要である。そこでシュジzは，

1125年以来，修道院所領の実態調査を行ない，サン=ドニのプレヴォ (praepo・

situs) または封臣に対して，土地の現況，人民正確な収入などについて報告

を求めた。その結果，歴然と判明した事実は収入の著しい落込み一一当然予想

される収入の1/4"'1/5程度の収入しか上げ得ていなかったーーであり，所領管

理の組雑さであった2130サン=ドニの所領であるにもかかわらず，近在領主に

よって土地が侵害され農民に対して不当な課税が要求されていたり， アヴエ

(advocatus)による諒求のために農民が逃亡し，無人の荒蕪地と化してしまった

ような事例が少くない。この過程は正しく，在地領主によるシャテルニー形成

の進行過程に符合するものであり，シュジェに限らず，Jレイ 6世もユーグ・
デュ・ピュイゼやトマ・ド・マルルの如き小領主を制圧しながら，王領の確

保・拡大にその治世の大半を費すことになった2230

シュジェの場合，修道院の古文書によって権利関係を確認した上で283，多く

は買戻しという現実的手段で，また時には軍事力を行使して，侵害された所領

や権利をサン=ドニに復帰せしめた。例えばJレ・トランプレ (Trembliacum)に

ついて見れば，この村はダマルタン伯によって，平和の代償という名目の下に

穀物5祈 (mod田)のタイユを徴収されていた上， 羊の徴発や度重なる宿営の

ために甚だしく庄迫されていた。シュジェは伯に対して年10リプラの支払いを

条件として，伯の称するこれらの慣習税を撤廃させた。その上で彼はグランギ

アを備えた新しい囲い地 (curia)を造り，農民に対しては耕作用具を初め必要

な生活資材を貸与した。そしてそこにシャンパールと十分のー税を復活した結

果，かつてはせいぜい年間90祈程度しかなかった地代が，今や190析となって

サン=ドニに納付されている制。同様に，ユーグ・デユ・ピュイゼによる掠奪

のために耕作がほとんど放棄された状態にあったルヴレー (Rubridum)におい

ても，シ s ジzはユーグの領有契約の提案を拒絶し，むしろ城を建設し防護柵

を巡らしてユーグに対抗した。そして3台の鋤を配置して耕作を復旧させた結

果， 20リプラほどの地代収入が1∞"'120リプラへと著しい増加を示したのであ
る。増加分の80リプラは付属教会の建築資金として完成時まで毎年供せられ

た，とシ aジェは誇らしげに記録している加。あるいはメレヴィル領主によっ

て「サラセン人でさえしないような迫害」を加えられていたそンネルヴィル

(Monarvillia)についても，シュジ zは穀物2析を代償にメレヴィル領主の課

税を放棄させることに成功した。その結果，以前は僅かに10"'15リプラ， 100 

耕程度の穀物の収穫しか上げられていなかったものが，今では100リプラの収
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入となって管理人の手でサン=ドニへもたらされるようになった加。

もとよりこれらの措置は，サン=ドニに対する農民の旧来の負担を軽減する

もので、は決してなかったが，しかし農民にとっては，往々にして恋意的な，慣

習を名目とした二重徴税の苦痛からは解放されたで、あろうし，掠奪の常習的な

社会にあって，農民の生活環境の安定こそは，他の何にも増して緊要な課題で

あったに違いない。土地に繁栄をもたらし収益を増すためには，まず何より，

正常な生産活動を阻害する種々の弊害を除去するかたわら，所領の管理体制を

厳密にして農民に対する恋意的強制の機会を極力減らすことが必要であった。

重要な所領にはサン=ドニの修道士がプレヴォとして派遣されていたが，彼ら

は修道院長の代理として，各所領の直接管理人たるメール (major)を監督する

のを初め，裁判権をも含む広範な権限を以て全般的な所領経営の任に当った。

しかしシュジェはプレヴォから上級裁判権を剥奪して，これを修道院長の専権

とし，また彼らに対して自己の統率する所領の状況を直接シュジェに報告する

よう義務づけた27)。そしてその一方で農民に対しては，価格の低落する収穫期

に収穫物を市に出さないことや，村によってはパンを共同のパン焼所で焼かな

いことなども認めるとともに，必要に応じて生産用具を貸与したり，他領主の

市場税や通行税を買戻したりして生産的な営農の確保に努めた2830

シュジェはまた， 12世紀後半より活発となる新村建設の先駆者的存在であっ

た。次に挙げるのは，ヴォーグルソン (ValCresson) とし、う新村 (villanova) 

を開墾するに当って，シュジェが入植者を募った証書の一部である。

「……我々は我が参事会の総意を以て，この度建設したヴオークルソンなる

新村に居住しようと思う者は何人に依らず， 12デナリイのサンスを以て 1ア

ノレパンと 4分の1の土地を保有し，かつあらゆるタイユ及び慣習による徴収

を免除されることを承認した。かくして修道院長自身の命令に依るのでなけ

れば，かつまた修道院長自身の，院長不在の場合は副修道院長の同伴の下に

でなければ，たとえ国王あるいは諸侯あるいはサン=ドニの従者のし、かなる

者の召集によっても，当村から軍隊または遠征への就役または出征を求めら

れない，かつまた修道院長のためでなければ，村外のL、かなる法廷へも召喚

されることはない。また，サン=ドニの土地を受給した者は，場所を間わず

1アルパンにつき 4デナリイのサンス及び十分のー税を我々に支払う。但し，

何人も当村に定住するのでなければ，当村に属する耕作地を受給することは

できない。」加

つまり， 12デナリイのサンスを支払うことを条件に， 1.25アルパン(約50ア
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ール)の土地を入植者に対して分譲するというものである。さらにそれ以上の

土地を取得したいと思う者は，アルパン当り 4デナリィと十分のー税を納付す

ればよい。 Administrat:ぬnesua gest;sによれば，シュジ zのこの呼掛けに対し

て早速， 60人の新来の入植者 (h吻 ites)が実際に定住に応じ，さらに多くの者

が入植を希望した。その結果，かつては野盗の巣窟のような観を呈し， 2マイ

ル四方に亙って荒廃していた村がこれら入植者の定住・開墾によって，蘭草や

葦の生茂る緑野に変じたという則。ただしかし，このヴオークルソンからどれ

程の収益が上げられたのか，シュジェは記録していない。 1145年に建設された

ヴォーグルソン以前にも，実はシュジェは， 1137年頃カリエールに新村を建設

しており，そこの地代収入が年額僅かに2リプラであった31)。新来の入植者を

募集したり，逃亡した農民を呼戻すためには，当然のことながら，地代の引下

げを初めとして農民にとって最大限有利な条件を付す必要があったであろうし，

従って修道院に入るべき収入も，少なくとも当初の頃は，極めて低額に止らざ

るを得なかったであろう。いずれにしても，ヨーロ yパのほぼ全域に亙る開墾

運動の進展に伴って，新村建設は12世紀後半に，とりわけ王領内において活発

化していくshその際，シュジェの手懸けたヴォーグルソンの形式ーーロリス
(1124年)の場合もシュジェの関与したことが十分予想される甜ーーは，こう

した後世の新村建設のいわばモデルとなるものであった。

lV 

カルテリエリの研究によると，シュジェの時代にサン=ドニ修道院が所有し

ていた所領及び教会は169カ所に上っており，その所在地は若干のものを除い

てほとんどがイール=ド=フランスである。このうち，シュジェ自身が収入額

または収穫量を記録している所領が31カ所ある。これら31所領の収入総額は年

額1324リプラ，穀物309杭葡萄酒190析であった制。恐らくシュジェはA伽 ι
nistrat仰 e抑 agestisの執筆に当って， 収入の大幅に増加した所領や特に印象

の強いものだけを記録したと考えられるが，それにしても， 169カ所のうちの

31カ所だけに限っても年間1324リプラ以上の収益を上げることができたわけで

ある。院長就任以来短期間のうちに，サン=ドニの収入は2"'3倍に増加した

とシュジ zは記しているが，カルテリエリは5"'6倍になったものと推定して

いる3530 ベルナール・ド・グレルヴォーが一度ならず，飢笹に鴨ぐ地方に対す

る食糧援助をシュジ zに要請している事実を見ても263，シュジ zの行なった所

領経営の再建努力はひとまず成功を収めたと言うことができょう。またそうで
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あればこそ，比較的短期間内における付属教会の再建も可能であったし，一連

の修道院改革も実現し得たのである。

しかしながら，年来の希望であった付属教会の大規模な再建事業や第2次十

字軍への資金調達m，あるいはシュジ z自身が準備を進めた十字軍計画舶のた

めに，せっかくのサン=ドニの財源も大方費されたらしく，シュジ z以後，サ

ン=ドュ修道院は再び財政的困難を抱え込むことになっていくのである。
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